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環
境
Ｄ
Ｘ
を
確
立

東道 路

ゾ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
廃
棄
の

一
括
管
理

関

関
東
道
路

（筑
西
市
、
武
藤
正
洛
代
表
取
締
役
）
は
２０
日
、
水
戸
市
内
で
記
者
会
見
を
開
き
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（Ｓ
Ｒ
Ｐ
）
の
概
要
と
環
境
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
次
世
代
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
Ｓ

Ｒ
Ｐ
は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
廃
葉
問
題
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
同
社
が
昨
年
取
得
し
た
情
報
処
理
技
術
に
関
す

る
特
許
を
活
用
し
、
参
加
企
業
が
連
携
し
な
が
ら
解
体
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
、
処
分
な
ど
に
ま
て

一
括
管
理
す
る
も

の
。
国
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
と
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
環
境
Ｄ
Ｘ
の
確
立
に

よ
る
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
形
成
を
目
指
す
と
し
た
。
運
用
開
始
は
来
年
吾
こ
ろ
を
〒
定
す
る
。

国
内
て
は
、

０９
年
に
余
剰

電
力
買
駁
制
度
が
始
ま
っ
た

あ
と
、

‐２
年
施
行
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ

法

（固
定
価
格
買
取
制
度
）

に
よ
り
、
ツ
ー
ラ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
が

一
気
に
加
速
し
た
。
そ

の
後
、
買
い
取
り
価
格
の
低

下
な
ど
も
あ
っ
た
が
、
昨
今

の
カ
ー
ホ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

ヘ
の
取
り
組
み
や
燃
料
高
騰

な
ど
を
髯
げ
、
ン
と
フ
ー
発

電
を
中
心
と
し
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
の
転
換
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
ン
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

の
寿
命
は
初
期
の
も
の
て
Ю

武
藤
社
長
に
よ
る
と
、
同

社
が
開
発
し
た
再
生
合
材

一
エ
コ
フ
ァ
ル
ト
」
が
１７
年

度
の

「廃
薬
物

・
浄
化
糟
研

究
開
発
功
労
者
表
彰
」
て
環

境
大
臣
表
彰
を
受
け
た
こ
と

な
ど
か
ら
環
境
省
と
の
接
点

も
あ
り
、
ツ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

の
廃
棄
に
対
す
る
懸
念
を
共

有
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
う

年
か
ら
拗
年
、
現
在
て
も
２。

年
か
ら
３。
年
ほ
ど
と
言
わ

れ
、
環
境
省
の
試
策
に
よ
る

と
、
ツ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
廃

葉
は
⊇
多
後
に
理
理
崎
の
年

間
約
８。
万
ｔ
と
な
り
、
ビ
ー

ク
時
に
は
１
４
０
万
ｔ
を
超

え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。
今
後
は
ソ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
の
廃
葉
が
大
き
な
問
題

と
な
る
こ
と
か
予
想
さ
れ
、

環
境
省
な
ど
を
中
心
に
ソ
ー

ラ
ー
パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

法
な
ど
の
法
整
備
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
廃
葉

に
つ
い
て
は
現
と
、
排
出
し

た
葉
著
か
パ
ネ
ル
や
金
鶴
、

瓦
礫
な
ど
の
中
間
処
理
装
著

と
個
別
に
見
嶺
も
り
を
行
っ

て
い
る
状
況
に
あ
り
、
売
却

や
処
分
の
で
き
な
い
部
材
に

つ
い
て
は
不
法
投
薬
の
温
床

に
な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て

い
る
。

同
社
が
構
築
す
る
Ｓ
Ｒ
Ｐ

は
、
関
係
企
業
に
よ
る
協
力

体
即
互
孝
入

ツ
ー
ラ
ー
パ

ネ
ル
排
出
事
業
者
か
ら
の
解

体

・
廃
薬
の
流
れ
を

一
元
管

理
す
る
と
い
う
も
の
。
不
法

霙

黒

く
花

唆

宅

の
部
材
を
リ
サ
イ
ク
ル
や
適

正
な
最
終
処
分
を
適
正
価
格

て
受
け
ら
れ
る
プ
ラ
ン
ト
フ

ォ
ー
ム
を
構
築
し
、

こ
れ
を

も
と
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
推
進
と
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
え
、
環

境
Ｄ
Ｘ
と
し
て
確
立
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
ど
こ
て
何
を

処
分
し
た
か
と
い
う
フ
ロ
ー

の
透
明
化
が
図
ら
れ
る
た

め
、
不
漆
嚢
奮
挙

すヽ
こ

嘉

雪

祭

、
憂
著

に
は
事
業
後
の
土
地
処
分
や

運
用
な
ど
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
ク
も
提
供
す
る
な
ど
、
安

価
て
確
票
な
リ
サ
イ
ク
ル
と

十
盆
霊
費
蜜
聖
筆
棄
の
継
続
に

対
す
る
安
心
安
全
を
提
供
す

角

武藤社長はSRPによる環境DXの構築について説明した

ヘ公
園
休
憩
所
の
改
修

鮒
」

，

交
流
拠
点
整
備
で
用
地
を
取
得

か
す
み
が
う
ら
市
は
市
議

会
定
例
会
に
補
正
予
算
案
や

用
地
取
得
な
ど
の
議
案
を
提

案
し
て
い
角

Ｃ
？

と

、

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
第

２
号
補
正
と
第
３
号
補
正
を

追
加
し
、
維
額
を
１
９
８
億

８
９
４
５
万
円
と
し
た
。
主

な
も
の
で
は
三
ツ
石
森
林
公

函
の
休
憩
所
改
修
工
事
費
や

ウ
エ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ザ
駐
車
場

の
墜
傭
工
事
壷
雰

，
Ｌ
笙
藝
り

込
ん
だ
。
ま
た
、
交
流
拠
点

施
設
の
整
備
に
向
け
て
、

用

地
の
取
得
を
行
う
。

雪
入
ふ
れ
あ
い
の
里
公
園

等
管
理
運
営
理
で
は
三
ツ
石

森
林
公
園
体
悪
所
整
備
Ｉ
事

費
に
１
２
０
０
万
円
を
予
算

化
し
た
。
Ｃ
れ
は
施
設
の
老

朽
化
を
受
け
て
休
憩
所
の
改

修
を
行
う
も
の
。
工
事
て
は

既
存
の
設
碕
を
撤
去
し
、
新

た
に
東
屋

・
野
外
卓
セ
ッ
ト

ー
基
や
ベ
ン
チ
毘
基
を
新
設

す
る
。

ウ
エ
ル
ネ
ス
プ
ラ
ザ
管
理

運
営
費
て
は
駐
車
場
舗
装
工

事
賃
に
３
２
８
万
円
を
計

上
。

こ
の
工
事
は
ウ
エ
ル
ネ

ス
ゼ
フ
ザ
の
唾
轟
ぞ
あ
約

か
ら
舘
装
に
変
更
す
る
も

の
。
当
初
予
算
て
舗
装
工
事

舞
を
予
算
化
し
て
い
た
が
、

こ
の
ま
ま
舗
装
を
行
う
と
雨

水
が
流
れ
出
る
こ
と
が
判

明
。
そ
こ
で
、
駐
車
場
地
下

に
晴
留
櫓
を
断
設
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

容
量
ほ
１６
ｔ
に

かすみが

設
定
。
工
事
費
は
当
初
予
算

分
と
補
正
分
を
合
わ
せ
て
合

計
１
６
９
６
万
円
と
な
る
。

こ
の
ほ
か
、
水
道
重
蚤
△
奉

計
て
は
建
設
改
良
費
て
菱
託

料
に
３
１
７
万
円
、
工
事
費

に
２
５
４
３
万
円
を
盛
り
込

ん
だ
。

こ
の
事
業
は
複
合
交

流
拠
点
施
設
を
整
備
す
る
に

あ
た
り
、
計
画
地
内
の
配
水

管
の
徹
去
と
新
設
を
行
う
も

の
と
な
る
。

用
地
取
得
て
は
、
複
合
交

に

選

を

、
福
籍

報

な
ど
を
加
味
し
た
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
の
処
理
費
用
を
見
積

も
る

「情
報
処
理
装
置
、

情

報
処
理
方
法
及
び
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
開
発
に
雪
手
し
、
昨

年
夏
に
俸詳
室
造
τ
粍

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
２３
年
２

水
戸
市
農
楽
公
社
は
１６

日
、

森
の
シ
ェ
ー
プ
ル
館
乳

製
品
加
工
施
設
の
移
転
整
備

に
向
け
て
、
一森
の
交
流
セ

ン
タ
ー
改
修
正
事

一
と

「森

の
シ
ェ
ー
プ
ル
館
乳
製
品
製

造
設
備
建
偏
正
■
」
の

一
般

読
争
入
札
を
公
告
し
た
。
予

定
甑
格
は
改
修
工
事
が
７
２

牛
久
市
の
公
共
工
事
発
注
実
績

i最高に
i億円―

牛
久
市
は
、

２‐
年
度
の
公

共
工
事
発
注
実
績
と
業
者
別

受
注
実
績
を
ま
と
め
た
。
発

注
件
数
は
１
５
６
作
で
、
前

年
度
か
ら
５３
作
の
減
少
と
な

り
、
過
云
５
年
て
は
１７
年
度

の
１
７
５
件
を
下
回
り
駁

全
体
の
７７
・６
％
を
占
め
た
。

工
種
別
て
見
る
と
土
木
工
事

が
も
件
て
全
体
の
１
０
０

％
、
建
築
工
事
ほ
か
が
７６
件

で
全
体
の
鶴

・
５
％
と
な

っ

た
。
市
内
業
者
の
受
注
金
額

は
全
体
の
３６

・
９
％
を
占
め

肉
訳
は
土
木
工
事
が
１０
億
４

５
５
２
万
円

（全
体
の
開

・

７
％
）
、
建
築
工
事
ほ
か
が

５
億
２
２
０
９
万
円
（同
３４
・

７
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

契
約
方
法
別
の
発
注
作
数

て
は
、　

一
般
競
争
入
札
が
■

件

（土
木
８
作
、
建
築
工
事

ほ
か
３
件
）
、
指
名
競
争
入

化
が
弼
作
へ土
木
工
事
２２
件
、

意
契
約
が
能
作

（土
木
工
事

二５
作
、
建
築
工
事
ほ
か
Ｖ

作
）
だ
っ
た
。

市
内
業
者
に
よ
る
単
体
て

の
受
注
金
額
実
績
を
見
る

と
、
下
町
緑
地
整
偏
工
事
な

ど
を
受
注
し
た
サ
カ
エ
と
、

結
束
川
整
備
や
牛
久
駅
西
口

零

広
霰

矮

窪

垂

し
た
菊
水
サ
ト
ー
建
設
、
聞

修
や
中
央
図
書
鋸
の
防
水
改

修
な
ど
を
受
注
し
た
桂
建
設

の
３
社
が
１
億
円
を
突
破
し

て
い
る
。
単
体
の
受
注
件
数

て
は
、
菊
水
サ
ト
ー
建
設
の

９
作
を
最
多
に
、
藍
建
と
邦

光
建
設
の
各
８
作
、
常
信
企

業
の
７
作
な
ど
が
続
い
塩

Ｊ
Ｖ
受
注
分
で
は
、
中
央

生
歴
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
修
正

常
磐
建
設

・
塚
原
建
護
Ｊ
Ｖ

の
注

奪

９
６
０
万
唄

牛

久
駅
西
日
歩
適
機
改
修
工
事

塞

蓮

懇

最

垂

・
菊
水
サ
ト
ー
建
設
Ｊ
Ｖ
の

１
ほ
８
６
７
８
万
円
、
下
町

排
水
区
雨
水
管
渠
布
設
工
事

を
受
注
し
た
桂
建
設

。
手
蜜

建
設
Ｊ
Ｖ
の
１
億
５
４
８
８

万
円
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
の

者
単
独
分
て
は
、

常
磐
建
設

・
塚
原
建
設
Ｊ
Ｖ
の
塚
原
建

設
み
１
は
４
７
８
４
万
円
て

最
多
と
な
り
、

こ
れ
に
桂
建

設

・
手
貿
建
設
Ｊ
Ｖ
の
佳
建

設
が
ｌ
億
０
８
４
１
万
６
０

０
０
円
、
細
谷
建
設
工
業

。

菊
水
サ
ト
ー
建
設
Ｊ
Ｖ
の
菊

水
サ
ト
ー
建
設
が
７
４
７
１

万
２
０
０
０
隅
て
碗
い
て
ｔ、

”撃
羹
鍮
麹
藝
襲
一甥礁
輔

乳
製
品
加
工
施
設
の
移
転
整
備

瓢

改
修
工
事
な
ど
公
告

赫

７
６
万
円
、
乳
製
品
製
造
設

備
工
事
が
８
５
６
０
万
円
に

設
定
。
開
札
日
は
７
月
６
日

て
、
工
期
は
器
年
３
月
３‐
日

と
な
る
。
入
札
参
加
申
語
は

２４
日
正
午
ま
て
受
け
付
け
る

（公
告
の
概
要
は
１７
日
付
公

告
揮

掲

３

。

森
の
シ
ェ
ー
プ
ル
館
は
水

流
拠
点
施
設
整
偏
に
向
け

て
、
穏
苦
２
丁
目
の
用
地
２

万
８
３
６
６
Ｍ
を
取
得
す

る
。
契
約
の
相
手
方
は
日
立

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
プ
ロ
ダ

ク
ツ

（東
京
毬
千
代
田
区
）

で
、
Ю
億
０
４
１
６
万
０
６

４
８
円
て
取
得
す
る
。

榎
合
交
流
拠
点
は
、

窓
日

機
能
の
移
転
と

，
―
ビ
ス
拡

充
、
Ｓ
市
計
画
道
路
神
立
停

車
場
線
沿
線
区
域
へ
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
新
設
、
同

市
の
都
市
公
園
保
有
面
積
の

拡
大
な
ど
を
理
由
に
整
備
を

行
う
。
施
設
の
構
造

・
規
模

は
Ｓ
造
平
屋
２
２
７
０
∬

て
、
内
部
に
は
、
▽
図
書
館
・

学
習
ス
ベ
ー
ス
▽
カ
フ
ェ
・

鉄
食
ス
ベ
ー
ス
▽
窓
口
事
務

室
▽
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

・
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
▽
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
▽
管
理
事

務
幸

―

な
ど
を
配
鳴

総

事
業
費
は
約
２９

・
６
億
円
に

設
定
。
本
年
度
内
に
実
施
設

計
を
策
定
し
、

２３
年
度
か
ら

の
を
工
と
予
定
す
る
。

戸
市
森
林
公
国
内
に
位
田
す

る
手
作
リ
テ
ー
ズ
エ
房
。

今

回
の
工
事
て
は
、
同
館
ｌ
階

に
あ
身
み
書
ｍ
瀬
正
殖
設
の

老
朽
化
を
受
け
て
、
加
工
施

設
の
整
雪

待

兌

な
お
、

２
贈
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
つ

い
て
は
、
移
転
せ
す
そ
の
ま

ま
利
用
し
て
い
ど
、

移
転
場
所
は
同
国
内
の
森

の
交
流
セ
ン
タ
ー
の
中
に
位

置
す
る
旧
レ
ス
ト
ラ
ン
跡
と

な
る
。
工
事
で
は
旧
レ
ス
ト

ラ
ン
跡
の
一感
毎
と
乳
製
品
製

造
設
備
の
設
置
ア
拝
ち
お

対

色チ
差
石
レ
ス
と
フ
ン
跡
の

規
模
は
１
５
０
ｄ
程
度
と
な

り
、
建
築
と
機
械
、
電
気
設

備
の
改
修
を
実
施
し
て
い

く
。
な
お
、
実
施
設
計
は
沢

連
香
設
計
事
務
所
（水
戸
市
）

が
策
定
し
た
。

改
修
工
事
の
参
加
資
稲
は

水
声
市
内
に
本
店
を
有
し
、

建
築
Ａ
て
特
定
蛭
設
業
の
許

可
を
有
す
る
こ
と
な
ど
を
求

保
健
セ
ン
タ
ー
の

ト
イ
レ
を
洋
式
化

常
総
市
補
正

常
途
市
は
市
議
会
定
例
会

に
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
を

提
案
し
、
原
案
可
決
し
た
。

Ｃ
の
う
ち
、　
一
般
会
計
補
正

予
算
で
は
補
正
第
２
号
と
第

３
号
を
追
加
し
、
総
額
を
２

４
７
億
３
０
３
４
万
円
と
す

万羮
瀬霙

娃
壊

な

。
乳
製
品
製
造
設
備
工
事
で

は
、
水
戸
市
内
に
本
店
を
有

し
、
機
械
器
具
設
置
Ｉ
事
に

登
豪
。
ま
た
、

施
工
実
績
と

し
て
、
”
年
度
凱
降
に
乳
製

品
製
造
施
設
ま
た
は
食
品
加

工
施
設
の
機
械
器
具
設
霞
工

事
に
つ
い
て
、
元
請
け
と
し

て
９
０
０
０
万
円
以
上
の
エ

事
を
施
工
し
た
こ
と
が
参
加

資
格
と
な
る
。

設
計
図
書
の
関
覧
場
所
は

水
戸
市
震
業
公
社
と
し
、
７

月
５
日
午
後
ｌ
時
ま
で
関
覧

て
き
る
。
入
札
参
加
申
請
は

６
扇

宙

ま
て
と
呟

入
札

書
の
提
出
は
２７
日
か
ら
７
月

５
日
ま
て
受
け
付
け
る
。

入
札
の
詳
し
い
問
い
合
わ

せ
は
、
水
戸
市
農
業
公
社

（電
話
０
２
９
，
２
５
１
１

５
５
３
２
、
水
戸
市
赤
塚
２

歩

ご

く

な
お
、
乳
製
品
加
工
施
設

の
移
転
に
関
す
る
工
事
は
今

回
の
発
涯
て
完
了
と
な
る
。

た
だ
し
、
森
の
シ
ェ
ー
ブ
ル

館
屎

皇

花

亀

τ

て
い
る
。
そ
こ
て
公
社
て
は

今
後
、
市
と
改
修
に
向
け
た

建轟
た
比
て
い
ど手
定
だ

と
い
う
。

る
。
主
な
も
の
て
は
、
衛
生

費
て
は
保
健
セ
ン
タ
ー
運
営

管
理
費
て
諸
工
事
費
に
１
３

０
０
万
円
を
計
上
し
た
。

こ
れ
は
市
保
建
セ
ン
タ
ー

の
男
子
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
を
目

的
に
ト
イ
レ
の
洋
式
化
と
乾

式
化
を
表
牽
す
０
。
工
事
は

単
年
度
て
実
施
し
、
年
度
内

の
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。


